
重症度で見る保育看護計画 

重症度 回復期 

・看護介入（安静度を重視した関わり） ・保育介入（活動的な関わり） 

・人的な環境の配慮（声・音・対応・笑顔） 

・物的な環境の配慮（家庭的な雰囲気作り・安全面・整理整頓・採光・消毒） 

・重症度の把握 ・症状の変化に対応していく 

・休息（睡眠）安静 ・生活リズムの調整（休息（睡眠）安静） 

・水分摂取 ・食事の工夫（食欲の有無・症状及び年・月齢による食事形態の配慮・量の調整） 

・体清拭 ・回復に応じ沐浴 

・ 個別的な関わり ・複数の関わり ・小集団的な関わり 

（１対１） （１対１〜２） （２対２〜４） 

・遊びの提供（静かな遊び） ・好きな遊びの選択（おもちゃの選択・制作など）


